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新入生 を迎えて

皆 さん、人学おめで とう,,

希望に満 ちあふれ る、 ・人ひと りの輝 くばか りの

表情 をみ るにつ け、1人 試」 とい う難関 を切り抜け

て、Jl.7T、 栄冠 を勝 ち取 られた皆 さんへ 、あらため

て、心 か らの祝福 を贈 ります、、

そ して また、優秀 な新 人生の皆 さんを、今日まで

手塩 にかけて、は ぐ くみ育てて こられた ご父 兄の皆

様へ、敬意 と祝意 を捧 げた いと思 い ます。

新人生の皆 さんが、今から、その第一・歩 を踏み出

そ うと してい る医学 および看護学 の道 は、決 して単

なる診療技術 、看護技術 その もの を意昧 す るもので

はあ りません。

診断技術 や治療 手技 あるいは看護r技 といった技

術的 なことを学 ぶ前 に、 「医の心」 あ るいは 「看護

の原点1に 深 く思 いを馳 せて くだ さい。今1」、 「社

会」 が皆 さんに求 めている 「期待 され る医師像 あ る

いは看護婦像」 とい うもの が如何 なるものか を、是

非 とも真剣 に考えてほ しいのです、,

そのためには 、幅 広い教養 を身 につ け、豊か な人

聞性、 自i泊勺な判断 力を常 に養 い、よ り高度 な社会

性 を身 につ ける必要 があります、,「初心忘 るべ から

ず」です、,生涯 を通 して学 習 し、 「未知 なるもの」

へ敢然 として挑戦す る勇気 を持 って くだ さい。

そ して また、ただ単 に専 門分野 のみにとどま らず、

/.1・.般 にわた る広 い視野 と高い 見識 を保持 して トさい。

人間性 あふ れ る豊 かな感性 と、 「病 め る人達」へ

の限 りない1暖か さに満 ち満 ちた医学生 ・看 護学生で

あ一,てほ しいのですい

さらには、生命倫理 に対す る深 い畏敬 の念 を片時

も忘 れず 、常 に病 め る人達 の 、レ1場に立っ こと、つ ま

り、人の痛み をわが痛 みとと らえることの出来 る医

療 人で あるため には、 単に医学や看護学のみでな く、

その周辺領域 に係 る知識 と深 い教養 を、是非 とも学

び取 って 頂 きたい。

今こそ、私 ども医療 に携 わるもの は、フー フiラ

学 長 清 水 哲 也

ン ドの 「医戒1の 冒頭の言葉の重み を反刎す る必要

があ ります、,

1病 んでい る人を見て、これを救お うと願 う↑'云念、

この ことこそが、医学 ・看護学の原点で あ り、医療

人は他 人を救 うためにこの世 に生 を得てい るので あ

って、自分一個 人の ためではない。 これ こそが、医

療 人 とい う職 業の 本質で ある、,」と説いているので

あ ります、,

また、今や医学 ・看護学は、激動す る社会}1豫 か

ら隔絶 された 「病院」の中 にのみ孤 、kして存在する

時代 ではな くなりっっ あ ります。 したがって、限 ら

れた期間 に幅広 い教 養 と医 学 ・看 護学の 専門的学習

を両立 させ るため には、必ず しも一般教育、 導門課

程 とい う形武的 な区分 にとらわれ る事な く、全体 を

・貫 とした観点 か ら考える必 要があ ります、,

看護学 科2期 生 と して入学 された皆 さんに申 しL

げます。看 護学科1期 生 と同 じよ うに、新 しい 「校

舎」は まだ出来 てお りません。 文部省の大変 な努 力

で、平成8年 度 の 「補 正予算」 が投 入 され、この人

規模⊥二事が開始 されましたが、当面は医学 部医学科

の既 にある建物 を取 り敢 えず利用 しての授業 が、'li

分続 くことになります。 しか し、平 成10年 度 巾には

新 しい 「校舎」へ移転 で きる見通 しです,,

大学 における新 しい学科の創設 には、 この種 の非

常事態 が付 きまといます、,医学部医学科の1期 生の

諸君が入学 した時 も、校舎 など全 くな く、ただ広漠

と した原野 がそこにあるとい 一Jた状況のlllで、教育

大学旭 川校の附属小学校 旧校舎 を使 っての授¥"!.一とい

った、辛 い 目々であ りま した。

1包括医療」 を荷 う医療 人と しての中核的存在で

ある医師 ・看護婦 を目指 してfillさ れ ることを期待

し、希望 に満 ちあふれた皆 さんの前途 に、再度、祝

福 を送 ります、、



新 入 生 を 迎 え て
一一一〇nemorefortheroad-一 一

医学科第1牌 鵬 中 村 正 雄

新 人生 を迎 え る と 、 私 自 身 が30年 ほ ど 前 に 札 幌 の

大 学 に 入学 し た時 の こ と を 改 め て 思 い 出 し ま す 。 と

い っ て も 、 以 前 勤 務 した 大 学 の 附 属 研 究 所 で 院 生 を

相 手 に して い た 頃 は 、 そ ん な こ と は 思 い も よ り ま せ

ん で した 。 私 が 人 学 した1965年 の 北 海 道 の 春 は 大 雪

で した,,郷 里 を汽 車 で 発 っ 頃1よ、桜 が ほ こ ろ び始 め て

い ま した が 、 ・夜 明 け函 館 を過 ぎ る と ・面 の 銀 世 界

で した,,私 に は こ の 時 の 人 学 式 の 川 席 が 最 後 で 修 七

や 博f:の 修J式 に 出 席 し て い ま せ ん 。 当時 は

慣 習 や儀 式 に 対 す る 学 生 の 異 議 中 し立 て の 時 代 で 、

'1`実人 学 式 や 卒 業 式 が学 生 運 動 の 批 判 の 対 象 に な っ

て い ま した,、教 官 と 学 生 は し ば し ば 対 立 して い よ し

た が 、 人 間 関 係 は 今 よ り も 密 で した,、 ま た こ の30年

は 、 日 恭 の 経 済 が 復 興 か ら著 し い 成 長 に転 じた 時 代

で す り1980年 代 の 後'卜 、1×11'』芦力・らリ滑一・プぐ国 電(王 見在

σ)JR)に 乗 り ま した,,こ の 時 向 か い の 座 席 の 乗 客

j('.0)服 装 が 、 私 が 住 ん で い た ア メ リ カ 東 部 の ド明'の

人 々 や 学 生 に 比 べ 、 は る か に 良 い こ と に改 め て 気 付'

き驚 か さ れ た 、1己iが あ り ま す ∩1950-・-1960f卜fヒ 、 ラ

ジ オ やTVか ら伝 え ら れ て く る ア メ リ カ は 、 豊 か さ

の 象 徴 で した,、 し か し、1980年 代 に な る と 私 達 の 食

事 や 衣 類 と い っ た 消 費 生 活 は ア メ リ カの 豊 か さ を越

え て い ま した1)先 日 、皆 さ ん の 人 学 式 と ガ イ ダ ン ス

に 出 席 し そ ん な こ と を思 い 返 して い ま した 、,

異 な ・・た 街 や 環 境 で 新 し い 生 活 の ス ター・トを1'1滑

に し楽 しむ た め に は 、 い くつ か の 要 素 が 必 要 と思 い

ま す1,私 兄 で は 、 ま ず 良 い 知 人 に 出 会 う こ とrlそ れ

も 友達 で あ れ ば ベ ス トで す 、 お い し い 食 べ 物 にi会

うこ と 、 こ れ も元 気 の 源 で す 、,次 に 良 い 風 景 で し ょ

う.、1番 目 と2番 目 は 個 人的 な 好 み が あ り ま す.、旭

川 の 周 囲 を 兄 回 す と3番 口 は 事 欠 か な い よ う に思 い

ます 、、旭 川 は 歴 史 を 感 じ さ せ る も の は 特 に あ り ませ

ん が 、 川 に恵 ま れ 並 木 も 多 く散 歩 に は 格 好 で す 、、郊

外 にiL.を 丁申ば す と森 やr.:陵 が.多 く 、 秋 に な る と緯 度

の 近 い ア メ リ カ の ニ ュ ・一イ ン グ ラ ン ド地 方 を 思 わ せ

る 風 景 が あ り ま す,、 オ ラ ン ダ の 知 人 は 旭 川 郊 外 の カ

ラ松 林 に 出 会 い 、 彼 の 田 舎 に も似 て い る と 言 い ま す,、

御 存 知 の よ う に 旭 川 医 大 は 開 学 か ら数 え る と皆 さ

ん と1司 じ世 でヒに な り ま す 。 本 ・デr(ノ)創Jδ貨に かI」'わ っ た

ノノ々 の 退 官 が し ば ら く相 次 ぎ 、 そ の 最 終 講 義 で 当時

の 許心 を語 ら れ て い ま す 。 講 義 の た め の 校 舎 が 開 学

に 間 に 合 わ ず 、 併 川 した 部 屋 は 朝 、雪 が 降 り込hで

い た こ と 、、開 学 そ の も の が 予 定 の4月 か ら遅 れ 、 限

ら れ たn間 に カ リキ ュ ラ ム を消 化 しな け れ ば な ら ず 、

教 官 も 学 生 も 休 み な し で あ っ た こ と な どC,こ の よ う

に 旭 川 医 大の 第 ・世 代 の 方達 の 共 通 体 験 に は 創 設 其ll

の 苫'じ・と 充 実1惑 がII惑じ ら れ ま す ⇔ そ れ か ら20年Xr.}:')

た 現 在 、 皆 さ ん は ど ん な 期 待 で 本 学 に 入 一涜 の で し

ょ うか?旭 川 医 大 も 社 会 の 動 き と無 縁 で あ ろ うは ーボ

も あ り ま せ ん 。 今 後 、 皆 さ ん と1司 じよ う に 体1鄭iな成

熟 期 へ と1司か わ な くて は な ら な い は'ザで す 。 こ れ か

らの 皆 さ ん の6年 間 は ま た た く間 に過 ぎ て い き ま す 、,

皆 さん が 小 さ な 時 、 周 囲 か ら 詫 い 含 め ら れ た"大 学

に 人 れ ば 大 丈 夫"と い っ た 誤 り か ら ま ず 自 分 を放 っ

こ と か ら ス タ ー ト して トさ い,,

さ'τタ イ トル に(1虫れ ま しtう 、,F。シ ナ ト ラ(ノ)::炊')

"O
neformvbabvandonemorefortheroad"

か ら借 用 し ま し た 。 閉 店 間 近 い 夜 更 け の バ ー で 、 馴

染 み の 客 が バ ー テ ン ダ ー に語 る言 藁で 、t:ま れ た

r一供 の た め に 、 そ れ か ら道 往 く た め に も う ・杯"と

い っ た 意 味 な の で し ょ う.、入学 に あ た り皆 さhの 希

望 を 支 え て ドさ ・)た ノノ々 を も う一 度 思 いltし て ドさ

い 、,き っ と 今 頃 、 皆 さ ん の こ と を 思 い 浮 か べ 祝 杯 を

あ げ て い る は ず で す ∩

(化 学 教 授)
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主体的な学習を

看護学科第1学 年担当 阿 部 典 子

看 護 学 科 新 入生 の 皆 さん 、 入 学 お め で と う ご ざ い

ます 、〕

皆 さ ん は 、 多 くの 志 望 者 の 中 か ら 看 護 学 科2期 生

と し て 選 ば れ 入学 し ま した,,入 試 と い う難 関 を 乗 り

越 え て の 人 学 は 、 皆 さん が 自 分 自 身 で 成 し遂 げ た こ

と で す 。 入 学 式 で 感 じ た で あ ろ う誇 ら し い 気 持 ち を

忘 れ な い で くだ さ い,,そ れ と 同 時 に満 足 し き ら な い

てちほ し い と思 い ます 、,

大 学 生 と して 、 看 護 を 学 ぶ 者 と し で 歩 も う と して

い る 卒 業 まで の4丁 問 は 、 決 し て 容 易 な 道 程 で は あ

り ませ ん,こ れ か ら の4年 間 、 皆 さん に は 、 忍 耐 力

(patience)、TI1り1強 さ(tenacity)、 不 加lv)努 ノJ

(perseverance)、 コ ミ ッ ト メ ン ト(commitment)

が'ピ・要 で す,,「 「・t{.の)重も ・歩 か ら1と い い ま す 、,

iiさ ん は 長 い 道 程 の 第1歩 を す で に 自 分 の 力 で 踏 み

lllllしま した 。 こ れ か ら 先 、 孝文官 は 皆 さ ん の 科信炎に の

り 、 ーサポ ー ト し、'必 要 に 尻5じ て ア ドバ イ ス し ま す 、、

し か し、4年 間 の 道 程 を 歩 む の は 皆 さ ん 自 身 で す,、

学 生 生 活 の 最 辛刀の1年 間 は 重 要 なll寺期 で す 。fl1∫故

な ら こ のII,期 に 、rlら 学 ぶ 、 主 体 的 な 学 習 方法 を学

ぶ 必 要 が あ る か ら で す 。 自 分 に 必 要 な こ と を 臼 ら学

び と る 方法 を学 ぶ に は時 間 が か か り ま すr始 め は 少

し混 乱 ナ る か も し れ ま せ ん 。 し か し、 自 分 に 必 要 な

こ と を 兄 極 め て 、 様 々 な 資 源 を 活 用 し 、 必 要 な 知 識

や情 報 を収 集 し、 か つ そ の 内 容 を吟 味 ・取 捨 選 択 し 、

自 分 の も の と 寸'る、 主 体 的 な学 習 フ ロ セ スの ふ み 方

を 身 につ け て く だ さ し㌔ 自 分 が 本 当 に1わ か る1学

習 の 方 法 を繰 り返 し訓 練 し身 に つ け る こ と に よ っ て 、

学 習 が よ り 充 実 し た もの に な っ て い くで し ↓、),,ま

た 、 良 い 習 慣 は 白 分 の 助 け と な り ま す か ら 、 最 初 の

1年 間 で 、 自 ら学 ぶ 方 法 を学 ぶ と同 ロ鰍.:、 学 習 に 関

ず る 良 い 習 慣 を 形 成 して ほ し い と思 い ます.

知 識 の 習 得 は 大 切 で'弓一が 、 看 護 の 知 識 は 自 分 の

if1_面して い る 状 況 に 応 じて 変 化 させ 応 用 で き る もの

で な く て は 生 きた 知 識 と は い え ませ ん.看 護 に 必 要

な 学 習 内 容 は カ リキ ュ ラ ム の 中 に組 ま れ て い ま すU

カ リ キ ュ ラ ム に 組 ま れ て い る科[を み る と 、様 々 な

分 野 の 内 容 を た く さ ん 学 習 す る こ と が 求 め ら れ て い

る こ と が わ か り ま す 。 授 業 に 追 わ れ る と 、 と も す れ

ば 覚 え な け れ ば な ら な い 知 識 の 量 に圧 倒 され 、暗 記

が 中 心 と な り が ち で す 。 し か し 、 知 識 の 習 得 は 知 識

の 記1意 で は あ り ま せ ん 。 知 識 を 自 分 の 頭 で ～肖化 し 、

考 え 、 自 分 の 言 葉 で 表現 し 、応 用 して くだ さ い,、知

識 をっ か 一)て 考 え た り 、 実 践 した りす る な か で 知 識

を 自 分 の も の に して ば し い と思 い ます.、

こ れ か らの4年 間 学iiし て い くF:で 大 事 な こ と は 、

学 習 し て い くLで のf中間 を も っ こ とで す 。 共 に 看 護

を学 ぶ 者 と して 、 学 予号内 容 に関 連 した 議 論 を し た り 、

頭 を寄 せ 合 っ て 考 え 、 集 ま っ て 一・緒 に':・'7:31・IIする こ と

の で き る 仲 問 を 是 非 つ く っ て く だ さ い,,こ れ か ら4

年 間 看 護 を 学 ん で い く過 程 で 様 々 な こ と を体 験 す る

で し ょ う。 そ の 過 程 で 、111い に 励 ま し合 い 、Xえ 合

い 、 お17二い の 力 に な れ る 学 習 仲 間 の 関 係 を 大 切 に 育

ん で い っ て ほ し い と思 い ま す 。

看 護 に 必 要 な の は 、 人 間 へ の 関 心 、 判 断 力 、'ノ≦行

力 で す 、,人 間 へ の 関 心 を伴 一った 判hkli/1や 実 行 力 を 身

に つ け る4年 間 に な る か ど うか は 、皆 さ ん 一人 ・人

に か か ・)てい ます 。 自 分 の 健 康 に 気 を配 り 、 実 り あ

る 学 生 生 活 を送 っ て くだ さ い 。 そ して 、 自 分 自 身 の

4年 間 の 道 程 に誇 り を手寺っ てtiif二業 を迎 え る こ と を其II

待 し て い ま す.

(看 護 学 科 助 教 授)
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平成9年 度医学科入学者名簿
氏 名

阿 部 展 ∫一

安 藤 牧r・

宏

子

郎

貴

明

卓

純

太

貴

紀

健

大

重

純

構

島

川

橋

田

友

川

島

飯

池

板

内

大

岡

奥

氏 名

雄

人

司

延

行

子

仁

賢

彦

希

健

武

健

口口
恒

陽

亜

文

地
濱

川

口

中

村

保

田

ド

臼

十

田

田

川

丹

辻

豊
`　
{奥lll峰 志3中 谷 泰 久

,1小 谷 俊 雄1中 野 稲 子

伸

ラ

志

,士

吾

昭

み

裕

汀

」口い
十

介

.r

司

レ
し

サ

真

良

健

文

ひ

陽

仁

祐

[珪
康

島

藤

堀

池

村

藤

柴

林

野

藤

木

藤

田

々

嘉

加

川

菊

北

木

⊥

小

小

金

齊

佐

佐

澤

正

也

弥

広

大

子

岳

子

賢

之

豪

和

雄

仲

丈

竜

貴

直

尚

久

一

村

田

野

森

田

岡

茂

山

城

口

中

野

坂

藤

増

松

丸

丸

南

宮

山

-

氏 名

荒 木 保 清

1r.卜 嵐 加 弥 乃

隻
蜜
蛍
窪

氏 名 覧
`

杉 山 歎 郎/

石 崎 淳 司1高 橋
占

血
八
壷

.

剛

拓

健

ぐ　

　

　

ノ
ユ

陥

ロ

ロ

シ
呼

岩

梅

太

大 蓄
岡 山 大 志i儲 尚 懲

音琶1也 俊 げノ、1月

渡 邉 浩 司 上

ア ザ ハ ル ル デ ィ ン 旨 清 水 也1

高 田 嚇 凝

橘 賢 廣/l

l懸
尚 繋

⊥ 井 崇 裕

寧
象

ー

にー

篤ー

熊　

茸
ぽ
ξ

守

,r

吾

薫

史

香

介

高

.
f

利

郎

克

f

也

史

!

・
臨

い

'
.
、

1

曳
イ

紀

征

諭

江

俊

伸

賢

夏

浩

喜

方

詠

雅

尚

谷

林

セ

岡

片

野

山

野

谷

[

川

邉

41

中

西

林

福

藤

増

松

松

水

南

本

山

横

渡

記

や

.
,r
聡

嗣

美

文

稔

磨

人

希

司

章

博

太

道

あ

光

麻

浩

有

政

拓

央

祐

智

隆

雄

睦

山

濱

藤

炸

田

田

阪

間

暮

藤

枝

林

藤

木

寮

野

々

奥

梶

加

金

鎌

神

木

儀

小

後

此

小

齊

佐

佐

塩
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希

菜

華

f

矢

r

や

ヂ

f

f

庭

美

子

子

生

耀

桑

t

里

痛

イ

メ
　

エ

ガ

亜

化

康

聡

亜

仁

あ

優

智

路

称

奈

麻

朝

弥

矧舳

⊥

井

沢

施

目

問

浦

野

川

馬

野

E

川

村

田

痛

畠

海

L

πド

福

藤

武

布

堀

本

松

水

峯

美

宮

村

村

山

占

淘印

;
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:
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I
:
-

…
I
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I

I
.
I
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-
…
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1
麟湘

六小

河

織

子

子

紀

央

華

子

香

り

子

穂

美

∴

の

菜

悔

梨江

明

沙

陽

路

亜

奈

啓

倫

由

み

和

奈

恵

加

加犠

野

原

本

川

田

橋

田

中

村

尾

川

田

村

瀬

瀬

軸艸

菅

管

杉

高

高

高

竹

田

川

寺

中

成

野

早

平

海海悔
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恵

美

子

子

秋

f
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美
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子

華

子

恵

奈

論

希

紗

代

由

曲

智

里

尊

亜

千

洋

亜

恵

紀

亜

顕

鈴

麻

佳

解酌

地

岡

島

瀬

屯

林

山

伯

木

木

藤

藤

藤

原

副

々

々

口

㎡

菊

北
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小

児
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小
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佐

佐
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呼

絵

美

未

都
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曜
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ヶ
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沙

貴

香

由

伸

「

仁

裕

山

奈

淑

佳

よ

掬如物

谷

川

嵐

井

川

名

藤

川

保

戸

崎

村

寺

原

田

碗
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久

予

耐
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医学科第6学 年 水上 周二

この時期になると書店には新

学期用の教科書が所狭 しと並び、

それを買 う新入生 をよく目にし

ます。

おそらくその教科書は一度も

開かれることがないと思 うと少 しばか り心 が痛むの

ですが、 それで も新 しい生活 に向けて着 々と準備 を

整 えてい く嬉 しそ うな姿 は見ていてなかなか気持 ち

の良いものです。新入生の皆 さん、改 めて入学 おめ

で とうございます 。

これか ら6(4)年 間の学生生活 が始 まる訳です

が、長 いよ うであっ という間 に過 ぎて しまいます。

私 自身、つい この間入学 した と思 った ら、いつの

間 にか6年 生 になって しまい、上下白服で実習 を行

ってお り、皆 さんのいる教育棟へ行 くと知 らない顔

ばか り。部活 の後輩 か らは 『先輩 、コスプ レです か

?』 などと言われる始末です。

講義 、実習 、試験 などは勿論 あ ります が卒業 して

仕事 が始 まると到底作 れ ないよ うな自由な時 間がこ

の6(4)年 間 にはた っぷ りあ ります 。その 自由 な

時 間の使 い方次第で学生生活 は楽 しい ものに もな り、

又つ ま らない ものにもなって しまいます。旭医で は

部活や同好 会の数 が多 く、又活動 も盛 んなため部活

に入 り仲間 と共 に とこ とん や るの もよいで しょ う

(こ こ数年のあ まりにも くだ らなす ぎる部活の勧誘

規制の ため に新入生 と部活の先輩 との交流 が減 って

しまったのは非常 に残念です)。 旅行 を楽 しむもよ

し、酒 を飲む もよし、使 い方は皆 さんのお好 きなよ

うに。

看護学科 も2年 目を迎 え、交流 の場 も更 に増 える

で しょう。色 々 な人 と話 し、意見 を交 わ し、 そ して

とことん楽 しんで充実 した生活 を送 って下 さい。一

一

:::∴漸:蓋:駕 蓋講 誘:で,

¥¥

看護学科第2学 年 武 田奈漣美

新入生 の皆 さん、ご入学 おめ

で と うござい ます。今 、新 しい

地 に立 ちた くさんの希望 に胸 弾蜘1、

ませてい ることと思 います。私

も一年前、 この大学 に不安 と期

待 とを持 って入学 して きま した。白衣 に身 を包 んだ

6年 生 、解剖実習 をこなす3年 生 、医大に来 たの だ

なと実感 したもので した。

私達 は、前期 に看護基礎理 論の授 業で 「人 間 とは」

「看護 とは」 とい う問いを皆で討論 し、自分 の意 見

を伝 え、相手の意 見 に耳 を傾 け、理解 す るこ とで 自

己の看護観 を発展 させ て きま した。 また後期 か らの

生活援助論 の授業では自分達 でデザイ ンしたユ ニフ

ォーム を着 て、清拭 など看護の基礎 技術 を演習 して

きま した。看護学科 の先輩 がい ない ことで大変 なこ

とも沢山あ りま した。 しか し、友人 とあれ これ考 え、

助 けあい なが ら多 くを学 んだと思 ってい ます。大学

は自分 から積極的 に勉強す るところです。皆 さんも

周 りの友人と刺激 しあい、助けあいながら多くのこ

とを学びとって下 さい。

全国各地 から初対面の人達が集いました。今の時

期は戸惑 うことも多いと思いますが、同 じ目的を持

って集まった仲間です。自分とは考 え方の違 う人も

いるで しょう。でも、そんな人たちと接することで

自分の内面を磨き、新 しい自分を発見して下 さい。

そうすれば気の合 う仲間も見つかるでしょう。大学

生活を楽 しく幅広い出会いをするために部活動や同

好会に加入することをお勧めします。旭医大の周辺

に特別何もないこともあり、部活動の加入の有無が

大学生活に少なからず影響すると思 うからです。私

も先輩に部活内だけではなく勉強などでも大変お世

話になりました。また、信頼で きる友人にも出会え

ました。

旭医大の看護学科は開設 して2年 目の新 しい学科

です。私達 も試行錯誤 しながら過 しています。わか

らないことがあった ら気軽に話かけて下 さい。共に

優意義 な学生生活を送 りましょう。

7一
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平成8年 度 学位 記 受領 者 名簿

穐f 名

直

久

朗

樹

弘

史

司

男

穂

忍

介

優

香

史

.

文

篤

洋

希

介

良

泰

文

直

康

浩

真

泰

庭

圭

理

則

潤

隆

博

裕

井

野

澤

尾

本

本

邊

邊

本

内

村

野

貝

谷

藤

襲

岡

田

部

石

紀

中

藤

山

山

渡

渡

岡

長

木

A
ノ

須

大

沖

加

ト

西

吉

安

課程 ・論 文の別 学位記授与年月ri

論 文 博 上 平成8年6月`L81!

課 程 博 士1平 成8年6月28「1

論X博1十'r成8年6月28日1

論 文 博 上 平成8年6月28[

論 文 博 十 平成8年6月28日

論 文 博i:平 成8年6月28目

課 程 博 十 平成8年6月28日1
1

論 文 博1:平 成8年6月28「i

論 文 博 十T成8年9月30日

論Xt十1`-r,rc8年9月30日

課 程 博 上 平 成8年9h3011

論 文 博f:半 成8年9肩30r一

課 程 博 上 平 成8年9月30日

論x博 十'1`一 成8年12月25日

論 文 博 上 平 成8年12月25日

論 文 博+1械8イ ト12月25日[

課 程 博 上 平 成8年12月25口i

論 文 博1:平 成8年12月25日

壽命 文 †専=十='1`-h文8i--i2月25日

課 程 博 上 平 成9年3月25[」一

氏 名

正

誠

介

克

子

博

聡

秀

介

浩

之

宏

範

花

行

晴

伸

範

㎞
1
閃

恥

㎜
H

雄

佳

玲

正

稔

敏

啓

義

正

雅

公

結

賞

道

敏

豹

一

㎜

u
脈

…

井

内

木

田

理

田

戸

村

森

山

地

村

川

田

野

川

本

山

m
㎝
M

碓

杣

柏

川

束

北

宍

杉

川

遠

淋

野

賂

藤

藤

堀

宮

吉

燃

阻

課程 ・論文の別 学位記授 与年 月日

課 程 †専 士'F成9年3月25日

課 程 博 士 平 成9年3月25日

課 程 博 一1:平 成9年3月2511

論 文 博 上 平 成9年3ZJ

論 文 博 上 平 成9年3月25日

論 文 博 士 平 成9年3月25日

論 文 博 十 平 成9年3月25[

課 程 博 士 平 成9年3月25LJ

課 程 博 十1一 成9年3月25日

論 文 博 上 平 成9年3月25目

論 文 博 士'ド 成9sl`3月25日

課 程 博 上 平 成9年3h2511

論 文 博 十'1勺 」父9t=-3月25日

論 文 博 十'F成9年3月`LSfI

n不nr博 十/勺 」～ζ9イ1こ3N25日

i果 不呈 博 一f二平1」1～9臼こ31125日

西果 不n7:†専 十 マF乃文9で1モ3鍔 】25日

論 文 博 士 平 成9年3tiz5日

茜果Ar博 十'1`-1,k9イ ト3f125}i

課 程 博 十 平 成9年3月25Ll
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氏 名

平成9年 度 大学院 入学 者名簿

専 攻

熱 田 義 顕 生体 防御機構 系

飯 田 高 久 生態情報調節系

岡[1」 優 一二 生態情 報調節 系1

序 部 幹 生態情 報調節 系

後 藤 順 一 生態情 報調節 系

小 林 幸 恵 生態情 報調節 系

f∠己N1/1『 昌1イ董=亨糸H」月包 一暑罫t.r,系1

進 藤 基 博 細 胞 ・器 官 系

高 宮 央 生態情報調節系

本 秀=郎 生態情報調節系

片 桐

牧 野 勲

高 後 裕

海 野 徳=

(葛西 眞一う

菊 池f建 次郎

高 後 裕1

高 後 裕

吉 田 晃 敏

牧 野 勲1
一

劉 レ
C名

野5!、 昌

中 出 幸 臣

藤 谷 佳 織

本 間 大

1丸 山 直 紀

旨本 村 亘

山 本 ゆ き子

肖 春 陽

シャリフ ァ1デ ィナ ラ

陛 紅

匡 「攻
生態情報調節系

生態情報調節系

生体防御機構系

生体防御機構系

1生態情報調節系

生体防御機構系

生態情報調節系

生体情報調節系

細 胞 ・器官 系

i州遡 報調節系

御F究才旨導教官

松 野

牧 野

高 後

飯 塚

牧 野

高 後

牧 野

安孫子

石 川

安孫f

丈 夫

勲

裕

勲

裕

勲

保

睦 男

保
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外 国 人 留 学 生 一 覧
平成9年4月1日 現在の本学在籍の外国人留学生

は、大学院学生12名 、学部学生3名 、特別研究学生

3名 の合計18名 です。

18名 の方 々は一覧の とお りです が、挨拶 を交わす

など簡単 なことか ら交流 を深 めてゆ きたいものです

ね。(学 生課)

氏 名 通 称 性別 国 籍 種 別 期 間 所 属

DuenasJulioCesar

デ ュ エ ニ ア ス フ リ オ セ ッ サ ー
ブ リ オ 男 ペ ル ー 人学院学生

1994.4.1--

1998.3.31 産婦人科学講座

SantosSeverinoBarbosaDos

サ ン トス セ ベ リ ー ノ バ ル ボ ー ザ ドス

一

サ ン トス 男 ブ ラ ジ ル 大学院学生
1994.4.1^-

1998.3.31 内科学第 三講座

SahaShyamalKumar

シ ャハ シ ャ マ ル クマ ル
シ ヤ ハ 男

バ ン グ ラ

デ シュ
大学院学生

1994.4.1^-

1998.3.31
生 理 学 第 一一講 座

AinoryPeterGesase

ア イ ノ リ ー ピ ー タ ー ゲ サ セ
ゲ サ セ 男 タンザ ニア 大学院学生

1995.4.1--

199.3.31
解剖学第 ・講座

陳 敏

チ ェ ン ミ ン
チ ェ ン 女 中 国 大学院学生

]995.4.1^-

1999.3.3] 薬 理 学 講 座
一 一

干 立 志
ウー リッシ

ウ ー 男 中 国 大学院学生
1995.4.1--

1999.3.31
産婦人科学講座

白 躍 宏
バ イ ユ ェホ ン

バ イ 男 中 国 大学院学生
1995.4.1-

1999.3.31 整形外科学講座

金 股 鉄
ヂ ン イ ンテ ィェ

キ ン 男 中 国 大学院学生
1996.4.1-

2000.3.31
内科学第 一講座

那 双 林
ハ オ シ ャン リン

ハ オ 男 中 国 大学院学生
1996.4.1^

2000.3.31 麻酔 ・蘇生学講座

Sharifa,Dinara

シ ャ リ フ ァ デ ィ ナ ラ
デ ィナ ラ 女

バ ング ラ

デ シュ
大学院学生

1997.4.1^-

2001.3.31 産 婦人科学講座

馬 紅
マ ホ ン

マ 女 中 国 大学院学生
1997.4.1^-

2001.3.31
薬 理 学 講 座

一

肖 春 陽
シャオ チxン ヤ ン

シ ョ ウ 男 中 国 大学院学生
1997.4.1-

2001.3.31 薬 理 学 講 座

李 恩 有
リ エ ンユ ウ

リ 男

一 一 了

中 国 特別研究学生

皿
1996.12.7

1997.9.30
麻酔 ・蘇生学講座

蘇 慶 寧

ス ー シ ンニ ン
ス ー 男 中 国 特別研究学生

1997.3.1--

1999.3.31 解 剖 学 第 ・講 座

MansurKhalil

マ ン ス ー ル キ ャ リ ル

マ ン

ス ー ル
ー

デ ズ ラワ

テ ィ

男
バ ン グ ラ

デ シ ユ 特別研究学生
1997.3.1--

1999.3.31 解剖 学第一講座
一幽 一一

AzurawatiMdAlwi

ア ズ ラ ワ テ ィ モ ハ マ ッ ド ア ル ワ ィ
女 マ レ ー シ ア

ー

マ レ ー シ ア

}

学 部 学 生
1994.9.1--

2001.3.31 第3学 年
一一　

Syamsu且Mohammed

シ ャ ム ス ル ム ハ マ ッ ト

シ ャ ム
ス ル 男 学 部 学 生

1994.4.1-

2001.3.31 第3学 年
}-

AzaharuldinAbduliah

ア ザ ハ ル ル デ ィ ン ア ブ ド ゥ ー ラ

アザ
ハ ル 男 マ レ ー シ ア 学 部 学 生

1997.4.1--

2003.3.31 第1学 年

_一 一===二 二=コ

ウイルス科のウイルスを材料 として、分子生物学的

並びに遺伝子工学的に解析することが当教室の研究

主題の1つ である。この主題は、ウイルス遺伝子産

物の生物学的意義の解析も視野 に入れて進 められて
いる。もう1っ の研究主題はウイルス感染に対する

宿主側の応答様式の解析である。インフルエ ンザウ

イルス感染における免疫担当細胞の挙動、インター

フェロンを始めとするサイ トカインの役割に関する

解析等が進められている。これら2室 題の研究は新

規抗ウイルス剤開発等において連携 しており、医学

科3年 目の細菌学並びに本年開講 した看護学科2年

目の感染免疫学の担」iによる感染症の基礎教育 と併

せて、ウイルス病の克服が当教室の使命と言えよう。

毎週火曜日の夕方から教室図書室で始 まる抄読会
Sピ リ プ ノ

は、文献上の最新知識(及 び酒精)を 吸収 しつつ、

20年以上に亙って続けられている。また、図書室の

窓口である畠中技官は、実験器材の調製と共に、教

授秘書並びに事務の人として渉外業務にも当ってい

る。基礎臨床研究棟4Fに お越 しの際には、細菌学

教室図書室に是非お立寄 り下 さい。

(細菌学講座 助教授)

}

L二二==_

研 究 室 紹 介
■ 細菌学講座 ■ 吉 田 逸朗

昭和48年 に開講 した細菌学 講座 は、東教授の もと

に馳せ参 じた講師1、 助手1の3人 の陣容で出発 し

た。以来幾星霜一 とい う言葉 がおおげ さには響 かな

いほ どの時間が過 ぎ行 き、平成9年4月 現在の教室

員は、東教授、吉 田助教授 、錫谷助手 、小笠原助手、

畠中技官、芝木大学院生、竹 田研究生 、及 び折 に触

れて顔 を見せ るOB、OGの 面々で あ る。開講以来、
一貫 して追究 されて きた教室 の研究主題 はウイルス

で ある。以下、 その概要 を紹介す る。

ウイルスは、遺伝子で あるDNAま たはRNAと 、

それ を包む殻 または皮 を基本構造 とし、自分 自身で

は増殖 す ることが出来 ない。従 って彼 らが存続す る

ため には、他の生物 の細胞内 にも ぐり込 み、更 に、

その細胞 内装置 を借用 して子孫 を増やす、偏性細胞

内寄生性 とい う性質が必要不可欠 となる。 ウイルス

の病原性 は、増殖 に伴 って宿fiの 細胞 を直接 変性 さ

せ る作用 と、宿主の免疫系等の活動 を変化 させ る作

用の両者 によって出現 す る。 ウイルスの どのよ うな

遺伝情報 が病原性の発現 に繋 がるの かを、ヘルペ ス

一9
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新 歓 合 宿 を 終 え て

新入生歓迎実行委員会委員長 第2学 年 北川 敬之

先 日、毎年恒例 の新歓 合宿 を無事終 えることがで

きました。新歓委 員は、71月 か ら動 き始め ま したが、

本格的 な活動 は年 が日月けて、特 に3、4月 にな りま

した、,今年 は看護科 も含めて60数 名の新歓委員が集

まりま した。 これ も去 年の方 々の おかげだ と思 い ま

す,,去 年の私達 の楽 しさを伝 えるため にも様 々な企

画 を 、kてf動いて きました。合格 者に郵送 す るパ ンフ

レッ ト、一ド宿 ・アパー ト等の案内の印刷 ・製本 、ホ

テルでの受験案内 、受験生への お茶配 り、広告 集め、

入学後の病院実習の手配等、全ての新歓委 員が分担

してこれ らの仕事 に取 り組 んで来 ま した、,そして合

宿当 日には49人 の新歓委 員がバ ンダナ をまいて働 き

ま した。合宿で は クラブ紹 介、学 内巡 り、 クラブ川

店 が行 われたあと神居歓光ホテ ルへ移動 し、チュー

一 一一…一　 "一

ター との談話、 クラブ乱入、新 入生同士の語 らいな

どが行 われま した。 多少新歓委員がは しゃぎす ぎま

したが、新入生の方 々にも楽 しんで もらえ、良い思

い出が出 来たので あれば、これ」-J,⊥嬉 しい ことはな

いです,,

新歓合宿が終 わ り一・息っ きましたが、病院実習 が

残 って いるので最後 まで気 を抜 かない ようや って い

きたいと思 い ます、,

ここまでの新歓行事 を振 り返 ってみれば、 とて も

沢山の 人に助 け られ ま した。 この新歓 の仕事 を通 じ

て よ り多くの 人とのっ なが りが強 まった と思 います。

多くの 人に迷惑 もかけました。 多 くの人に心配 も し

て もらい ましたO至 らない所 が多か・った自分ですが、

ここまでやってこれたのは皆 さんのおかげだ と思 い

ます。 どうも有難 うございま した。 この場 をお借 り

してつ尺口iのプブ々 の温 かい'じ・遺 い に、厚 く御]率L申し ヒ

げますt7

大学祭実行委員会より

大学祭 実行委 員会委員長 第4学 年 豊島 優 人

私は旭川医大 に入学 して今 年で4年 目にな ります。

n 、人学 した頃の ことを思 い出 してみ ると旭川医大

の大学祭は私 にとつて大学生の 自覚 をあ らたに して

くれた素晴 らしい思 い出です,、講演 会、医学展 や模

擬店 など興味深 いもの が 多く、とて も素晴 ら しい も

ので した,、

ただ残 念 なことに、 その後 、毎年 のよ うに 「今年

は大学祭実行委 員が集 まらなくて学 祭はない らしい

よ。」 とい う噂 を聞 きま した、,しか し、そ うい う噂

が ささやかれても毎年 大学祭は開催 されま した、,誰

かが大学 祭の準備 を して開催 に向 けて取 り組 んで い

たのです。私 も今 までは誰かが大学祭の準備 を して

開催 して くれるだろ うとい う消極的 な考 えを多少 な

り持 ってい ました。 しかし、 「今年 は私た ちの手で

一 「

大学祭 を盛 り上げよ う」 とい うことで、今年初 めて

大学祭運営 に携 わることになりました。

学生 が自分たちで いろい ろなことを企画 し、実行

で きる大学祭は とても魅 力があ ります。そ して、そ

の大学祭 を成功 させ る鍵 はチームワー クにあると思

います。それは人学祭 をや り遂 げることは非常 に難

しく、 ・人ではと うていで きることではな く、大学

祭は 多くの学生 が参加 して 力を合 わせて初 めてで き

ることだか らです、,

私 た ち… 人 一人が協力 し合って大学祭 を作 り1二げ

ることがで きれば学生生活は より有意義 なもの にな

るのではないかと思 います、,

最後 に私 たちをご支援 して くだ さった諸先生 方、

並 びに学生課 を始 め とす る事務の皆様方、快 く協 力

を申 し出て くだ さった方 々に心か ら感謝いた します。
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ク フ

サ ッ カ ー 部

第5学 年 吉谷 敬

サ ッカー部 が発足 したのは、今 から約25年 前 の第

1期 生の ころだったそ うです 。とい って もこの ころ

は、人数 もそれほ ど多かったわけで はな くボール を

蹴 りたい人が数人 しか集 ま らなかった ときいてい ま

す。ただ、1期 生 のOBの 先生の お・話では、旭川空

港 まで往復 を走 るよ うなことが、 わりと頻繁 にあっ

たよ うでけっこ うきつ い練習 を していた と聞いてい

ます。 ごくたまにです が、この ころのOBの 先生 に

飲み会 などで会 った りすると店の前で円陣 を組 んで

叫びだ した り、 カラオケで シャ乱Qを 歌った りマ イ

クをもって回転 した りと、今の僕 らではで きないよ

うなことを してい らっ しゃるの をみ ると、学生時代

にい ろいろと一生懸命 にや ってい らした とい うの が

よ くわかるよ うな気 が します。(無 論 この様子で は

練 習だけで はないよ うですが。)

その後、第4期 生以降 ぐらいか ら、チームと して

試合 がで きる くらいの人数が そろって きた と聞 いて

います。 この当時 は、 「少数精鋭で ね え、強 かった

よ。」 とい うのを、その ころ現役 だったOBの 先生

がおっ しゃってい ました。現 在、我 がサ ッカー部は

北海道学生 リー グの3部 にい ますが、当時 はず っと

1部 にいた そ うです。 そ して、 この ころの記録 をみ

フ

てみ ると、その中の一っ に 「北 医体優勝」 とい うの

があ りました。

先 日の5月31日 と6月1日 の両 日、 この北 日本医

科歯科学生大 会で・ある北 医体 が我 が旭川医大の主管

で行 われ ました。大会の運営 に関 して は、大会実行

委員長 をは じめサ ッカー部員、マネージャー、 その

他 在学生 と他大学の協 力もあ り、無事終 了させ るこ

とがで きま した。 そ してサ ッカー部の顧門で ある第

一 内科の教授の菊池健次郎先生 にも非常 にお世話 に

な りました。大会 は、一勝一敗で予選 リーグ止 まり

で、決勝 トーナメ ン トに行けませ んで した。 ど うし

て も勝 ちたかった大会で上 に行 けなかったのは少々

残 念で したが、運 も含めて この結果は実 力ですか ら

仕方 あ りません。

しか しこれを糧 に日々の練習 を続 けてい きたい と

思 います。試合で苦 しい思 いをす るよ りは、練習 が

辛 い方 がず っと楽 ですか ら。

最後 にな りま したが、いつ も多大 なる援 助 を廿て

くだ さって いるOBの 先生方、そ して顧問の菊池先

生 、本 当にあ りが と うご ざいます。僕 らサ ッカー部

も1っ の団体 として、部員だ けではな くマ ネージャ

ーや多 くの先生方 そ して学校 の協 力があって成 り立

っています。 その ことを忘 れず医学生 、社会人 と し

ての立場 を自覚 して、がん ばって練 習 してい きたい

と思 います。

一

れた。更 に、は るば る室蘭 までっいて きて下 さった

学生課の高木課長 さんにごちそ うになった焼鳥の味

は今で も忘 れ られない。

この頃の ミ新設多 旭川医科 大学 には教官 ・事務職

員 ・学生が一一・丸 となって クラブ活動 をも盛 り上 げて

いこ うとい う雰囲気 があ り、更 には中華料理 店 ミ百

楽多 のお じさん を筆頭 とす る地域住民の暖 かい視線

の中で、バ レー部 は第23回 北 海道地 区体優勝 、北海

道1部 リー グ人 り、東医体2連 覇へ とっ き進んでい

くことがで きたので ある。

創部以来23年 を経過 した今 、OBは70名 を超 え、

その中か らはすで に母校の講 師が2名 誕生 し、更 に

全国 に散 って診療の第一線 や教育 ・研究の中堅 とし

て活躍 している。バ レーボールを通 じて育 くまれた

気力 ・体 力 ・闘志、 そ して学 年 ・学校 を越 えた人 と

の触 れ合い ・友情 、これ らは医師 と して働 く1人1

人のかけが えの ない財 産 として大 きな力になってい

るにちがいない。創部 以来 、 ミ旭川医大の クラブ活

動 をリー ドしてい こ う!ノニ とい う気概 に燃 えるバ レ
ー部 の健 闘 に今後 も期待 したい。

旭医大バ レー部 創設期の思い出

第2期 生 相馬光宏 ・平田 哲

1974年 、北海道教育 大学附属小学校 あとの仮校舎

か ら、新築 された本校舎へ移 って間 もない頃、大雪

山系 を見渡 せ る真新 しいテ ラスに誰 か らともなく集

って きて、家 か ら持 って きたボールで輪 になって始

めたバ レーボール。 その頃数少 なかった女子学生 に

目立 と うと したの か、突然1人 がジャ ンプ してア タ

ックを打 ち始 める。 これに合 わせて1人 が クイック

で トスをあげ始 めた。 こんな輪の中 から我が旭川医

科大学男子バ レーボール部 は生 まれた。

初めて参加 した公式試合(第21回 北 海道地 区大学

体育大会)で は、大声 で 「よ し子!」(Aク イック

の意味)、 「かな子!」(Aク イ ックと見せかけて

平行パスで きめ るの意昧)と 叫び なが らの コンビネ
ーシ ョンバ レー。その結果 あせ りを誘 い、相手 チー

ムが 力を出 しきる前 に試合は終 わっていた。 その夜

の宿舎で の藤 女子短期大学テニ ス部 との押 しかけ合

コンでは短期間ではあったが複数 の カップルが生 ま

一11一
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室 内 合 奏 団

第4学 年 二川原真治

私 たち室内 合奏団は ヴァィォ リン、チ∫ ロなどの

弦楽器 による司一ケ ス トラです(1年 々大所帯 になり、

昨 年は団 員が30名 を超 えま した。 人数は 多くて も、

そび)ほとん どが初心者 なので、す ぐさま戦 力に、 と

い)わ けには まい りません。

弦楽 器の演 奏技術の 習得 には長 い時問 を要す ると

言われて います、、人様 に聴 かせ るには10年 かかると

か、、それで も、他 大学 の楽団では初心者か ら始 めて、

在学 巾に相 当の腕前にまで なるそ うです、,

・ノJ、私た ち室内合奏団団 員の なかには経験者 が

少ないため か、後蓄の育成 がなかなか思 うよ うにい

きません。 ・;'}いなことに、室 内合奏団は以 前よ り市

内の ヴァイオ リン教室の先生の ご好意 で、 ご指導 い

ただいてお ります、,そのお陰 で、向 卜心溢 れ る後輩

た ちが 多くの ことを学んでい るよ うで'サ',,

かつては運動 部活動 などの片r間 に楽 器 を弾 きに

「 …}"'幽 一

女 子 学 生 の ひ ろ ば

第5学 年 清光祐 貴子

「女 ∫一学生のひろば1ば 昭 和56年 にで きたと聞い

てい よ4'。 私 もあよ り詳 しい ことは知 らないのです

が、その 当時 は学 年に占め る女了・学生 の割 合が1割

に も満た ない くらいだ ったので、女 了・学生 が学年 を

問 わず交流 し合える場 に しよ うとい う目的で作 られ

たよ うです、、しか し、最近 は女子学生 がその頃の倍

/'1,1:に増 え、交流の場 から女了・医学生特有の問題 に

ついて語 る場 に変わったように思 います。私 が 人学 す

る前 までは毎年 、 「女医 さん と語 る会」 が行 われて

いたそ うです が、私が 入ってか らは、私 が1全 国 女

ゴ・医学生 の会1の 会員 にな・っている とい うこと もあ

り、 そこで発行 してい る 「ほろほう鳥通信」 とい う

会報 を読んで、女 子医学生の抱 える問題 にっ いて学

習 した りす るの が主 な活動 になって います。

そこで、この 「全国 女了・医学生の 会」 につ いて紹

来る団員 も多く、 そのため、存在感 も薄 くな り、学

内 に室内合奏団の 名を知 らないとい う人が少 な くな

かった よ うです。

時代 も移 り最近では、 この室内合奏団の活動 に打

ち込んだ り、あるいは兼部で も熱心 に練習す る団 員

が 多くなりました。合奏練iiの 出席 率 も良 くな りま

した,,大 変喜 ば しいことです。 また、今年の新入団

員の中 には 「他の クラブ には所属せ ず、室内 合奏団

の活動 に専念 したい 」とい う声が 多く聞 かれ、期待

に沿 えるか と、 ちょっぴ り不安 を感 じています,,

この よ うに団 員の演奏 に対す る熱意 も盛 んにな一1

て きた ところで 、これか らは対外的な演奏活動 にも

力を人れ、活動内容 も運動 部に負 けない くらい充実

させてい きたいです、,北日本医科学生 オーケス トラ

フ⊥ステ ィバ ルにも参加 し、東医体 のよ うに他 大学

との交流 を深 め、よ り ・層の向Lに 努めます,,

また、 単に自分達 だけで楽 しむのではな く、 多く

の方 々に聴 いていただけ るよ うな演奏 をII指 します,,

その第一 歩と して今年は初の定期演 奏会に挑戦です、,

一'一 一 』'1

介 したい と思 います、,この会は、今か ら約20年 程前

に、北 海道大学医学部 の 女子学ゴこが中心 になって作

られたそ うです。 ここで は女医の将 来につ いて(結

婚 ・出産 と什 事とσ)両立 などの問題)や 、学内設備

(女 ∫・トイレやロ ッカー)に ついての改 善のために

全国 の女子医学生 の声 を集め る活動 が行 われて きた

とい うことです。現在 は全国医学生ゼ ミナー ルに分

科会を出す などして、女子学生 だけで な く男子学生

にも広 くこれらの問題 について呼 びかけてい ます、,

これ らの活動のおかげで 、全国 に約200名 余の会員

がお り、その巾 には男子学生 もた くさんいて、一緒

に問題 に取 り組 んでいます、、

今、旭川医大には、各階 ごとに女fト イレが設箭

されてお り、セ ミナー棟 には 女子控 え室 ち設け られ

ています(iこ れ らは最初 からあ・ったわけではな く、

先輩方の努力 によってで きたもの と聞いてい ます,、

こび)ことを忘 れず 、これ からも活動 してい きたい と

思 います。
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平成9年 度 入 学 式
医学科 ・看護学科 の人学式 が、4月11日(葡10時 か

ら本学体育館 において挙行 され ました、、

式では、新 入生161名 を代表 して医学科 阿部展子

さんが宣誓 を行い、医学生 ・看護学生 としてび)自党

を新たに 大学生活の第一歩 を踏み川 しま した,,

(学生課)

単1',';Awlil㌧lll

岬鱈恥蝉 糊 φ
炉
臨㌦

い

、
～

噸

ー

膠

'

』癬

、撒 、.

1磁踏w

入_望_些 」

新入生研修実施される
'F成9年 度新 入生研修 が

、医学科4月21日(月)・22

日(火)の両LI、 看 護学科4月24rl(木)一 一251」燗 の1泊2

日で実施 され ました。

医学科 は、新 入生 を12～13名 の グループに分 け、

1グ ループに若 ヂを含 む2… ・3名 の教官 が指導 にあ

た り、白己紹 介につ いで学 生生活 全般 にわた り助言

並びに懇談 が行われま したU

また、看護学科 は、2日 間 にわた り合宿研修 が国

立人雪青 年の家 において実施 され、今後 の学習への

取 り組 み方、人との関 わ りにつ いて指導 ・助 言など

があ り、また、交流 会では、新 入生 間 ・新入生 と教

官問の親睦 を深め ました。(学 生課)

医 学 科

卿
b
慮
『

看 護 学 科1

「 轍8年 度学士学位記授与式
'F成8年 度学士学位 記授 与式 が、3円25日(火)10時

30分 か ら本学体育館 で挙行 されま した。

式では、室内 合奏団 が奏で る調べの中 、学長か ら

卒業生99名 一一人ひと りに学士学位記 が手渡 され ま し

たr,

っいで学長 か ら卒業 にあた り式辞 が述べ られ ま し

!た ・・

1一 一一(学 生課)

平成9年 度運営組織
本学 には、医学教育 についての調 査研究 、教 育課

3程の編成、修学指導 、授業及 び試験 の実施、Ilt位の

3修得及 び履修 、学籍関係等 について審議す る機 関 と
1
して教務 委員会があ ります,,

また、学牛の厚生補導 に関す る調査研究、学生 の
I
i課外活動、福利厚生等 について審議す る機 関 として

1厚生補導委 員会があ ります。

旨 両委 員会の平成g年 度の 委員は次 のとお りです、,

(平fib9向 モ/11Jlli∫見イi三)

〈教務 委員会〉

委 員 長 片桐 …(副 学長)

1副 委員長 岩渕 次郎(図 階館長)

1委 員 中村 正雄(医 学不こ1第1学 年学 年担'ID

… 腿 讐騰繍:離 衛:繍;鴇

旨 蒲 糠1灘1:鷹欝 禰}t:{お
菊池健 次郎(医 学科第6学 年学 年担 当)

1阿 部 典r ・(看 護学科第1学 年学年担'ID

野村 紀f(看 護学科第2学 年学年担 当)

山内 一也 束 匡f申

イ」111目ヒ註与},1ヒ †」久美 」な

1〈 厚生補導委 員会〉

委 員 長 片桐 一(副 学 長)

副 委員長 黒島 炭汎

委 員 谷本 光穂

松岡 悦子

ノj、111月券2羊

廣 川 博之

岡田 洋子

松谷 洋f

塚

下

塚

田

木

平

亀

飯

北

岩

酒

章

勇

寿

進一

銀子

保

('㌧」∫:生 言果)
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平成9年 度の主な行事「一 「
4hll日

4月21日 一一zz日

4月24日 一一一25「1

6月6日 ～8日

9月10H

g月24日

11月5日

3月25日

入学式

医学科新人生研修

看護学科新入生研修

医大祭

体育大会

解剖体慰霊式

本学記念 目

学士学位記授与式

(学生課)一
職

〃

〃

ク

辛舌 97.3.31

〃

〃

〃

N艮 不斗詳葦 自市 不火葉 糸屯

麻酔蘇生科 〃 赤間 保之

放 射 線 部 助教授 竹井 秀敏

内科学第 三講 師 柴田 好

職

出

職

任

"

退

"

"

"

"

辞

転

畔

昇

ク

〃
用

"
任

"
職

蹄

任

採

昇

辞

限

昇

97.3.31

〃

〃

〃

〃

97.4.1

〃

〃

ク

〃

〃

〃

〃

〃

97.fi.1

97.6.30

〃

97.7.1

産科婦人科 講 師

放 射 線 科 〃

第1内 科 〃

精 神 医 学 教 授

脳神経外科学 〃

内科学第 ・助教授

内科学第 モ 〃

第1内 科 講 師
〃 ク

第3「 人1不こH〃

産婦 人科学 〃

看 護 学 科 助教授

ク 〃

〃 教 授

放 射 線 科 講 師

事冬升i多タト示斗学 且力孝文授

学 長
〃

川村 光弘

高塩 哲 也

箭原 修

宮岸 勉

米増 祐 占

羽根 田 俊
ノ1・原 岡り

長 谷部直 幸

大崎 能伸

季黄口」 金欠一・

下 手 健 ・

松谷 洋 ∫・

北 村久美子

望月 吉勝

秀毛 範至

平山 隆 一三

清zlく 哲也

久保 良彦

撚器§麗§§§§綴 難 §繊 §§§書総§§§羅馨鰭 藻 §1§§馨蓉§§§§§§§§羅 §§號繊羅 霧鞍繋嶽 嶽嶽鶉難 撚羅朧篶鱗 鱗齢 §§鶉§

「 一『 一 らふり、右下手で投げ飛ばす 「呼び戻 し1を しかけ

欝

葱 桝
橋 本 喜 夫

生涯1度 だけの敗戦

子供の頃 から相撲 だけは強 かった.人 口2000人 弱

の漁村 に生 まれ育 ち、娯 楽 ら しい ものは何一っ ない

田∫であ った,,近 所 に一・つ年r.の 友達 がいて、幼稚園

の頃は彼 と毎 日100番 以 ヒ相撲 をとって遊 んで いた

(稽古 を していたといってもよい)。 私の町 は、相

撲大会が盛 んで 、毎年秋 祭 りには、神社の境内 にあ

る当時 としてはかな り立派 な』L俵で、子供 か ら大人

まで相撲 をとる機会 があ った、,了供 の 部で は、小学

校1年 生か ら6年 生 まで、学年単位で行 われ、10人

勝 ち抜 くと、'1奄時 と しては1年 分位の鉛筆 、 ノー ト

などの学用品 が景品 と して頂戴で きる。私は、1年

生か ら5年 生 まで、ず っと景品 にあ りっ けた。計50

連勝 していたことになる。小学校3年 生の終 りには、

父親 に勝て るよ うにな り、4年 生の時 に近 隣市町 村

の大会で優 勝 した。5年 生の頃は相撲 を取 ることが

楽 しく、負 けることなど考えも しなか った し、漠然

とプロの相撲取 りにな りたい と思 っていた,,6年 生

の時 の秋祭 りに、恒例 の相撲 大会があ り、いっ もの

よ うに勝 ちつづ けた、,8人 目の相手 が同級生のY君

だ った、,今まで何度 も試合 をして、負 けたこ とがな

い相 手であった、,'li時の私 の得 意技 は、左 か らの

「卜手投 げ」 と右 からの 「呼 び戻 し」 とい う技で あ

った、,勿論 、 「寄 り切 り」 「押 しだ し」で勝っ こと

は簡 単であった が、相 夢を土俵上 になげとばす こと

が快感 になっていた し、相撲 に関 して高慢 で あった

(医局 員には他の ことで も高慢 だといわれてい る)。

この時 も土俵中央で四っ に組 んだ後、私は左 ヒ手か

た 。 そ の 瞬 間 、yの 左 足 が 、 私 の 右 足 に タ イ ミン

グ よ く掛 か り(外 掛 け)、 私 は も ろ く も くず れ 落 ち

た,,咄 嵯iに 右 に うっ ち ゃ っ た が 、 私 の 背IPがY君 よ

り ・n_く ⊥ に ま み れ た 。 審 判 の 「物 言 い 」 が っ い

た が 、 結 局 は 私 の 負 け で あ っ た 。 敗 因 は 弱 い か ら負

け た の で あ る が 、 セ オ リー を無 視 した 「逆 足 」 に あ

っ た 。 右 ド手 を と っ た と き は 、 相 手 の 「ひ きつ け」

を 防 ぐ た め に 右 足 を 後 ろ に 下 げ る の が セ オ リ ー で あ

る 。 しか し 、 こ の 時 私 は1呼 び 戻 し」 を か け や す く

す る た め に 、 前 も っ て 右足 を前 に だ して1逆 足 」 を

や 一って い た の で あ る,,し か し1番 の 敗 因 は 「ど')や

っ た ら月券て る か1で1よ な く て 、 「ど の よ う に 勝1つ か」

を 考 え て い た 慢 心 で あ っ た こ と は 明 ら か で あ る 、,こ

の 一 つ の 敗 戦 は そ の 後 、 白 分 白 身 の 生 き方 や 考 え 方

に 少 な か らず 影 響 を与 え た 、、一 言 で い う と 「負 け る

こ と を 極 端 に恐 れ る 性 格 」 に な っ て し ま っ た 。 か な

りnegativeに も の を 考 え る よ う に な り 、2年 後 に 先

代 の 時 津 風 部 屋 か ら入 門 の 勧 誘 が あ っ た と き も 、 大

相 撲 の 世 界 に は 飛 び 込 め な か っ た 。 何 よ り も 辛 い 稽

古 に 耐 え る 自 信 も な か っ た の で あ る 。 そ の 後 現 在 ま

で 、 何 度 と な く遊 び で 相 撲 を と っ た こ と は あ る が 、
一渡 も負 け た こ と は な い

。 こ れ は私 が 強 い か らで は

な く、 負 け そ う な 相 手 と は 相 撲 を しな か っ た か ら で

あ る 。 あ のY君 は現 在 、 故 郷 の 町 役 場 に 勤 務 して い

る,,彼 も あ の 時 の 相 撲 の こ と を 覚 え て い て 、 彼 の 左

か ら の1外 掛 け」 は 咄 嵯 に で た 技 で は な く 、 私 が

「呼 び 戻 し」 を仕 掛 け て く る の を2年 前 か ら 待 っ て

い た と い う か ら恐 れ 入 る。 あ れ か ら25年 た っ て 、 私

の 「負 け る こ と を 恐 れ る 性 格 」 は 研 究 面 で は 、

negativedataを 恐 れ 、negativeに 作 用 して お り 、

診 療 面 で は つ い つ い1量 悪 の 事 態 が お こ る」 こ と を

想 定 して し ま い 、 や は りnegativeな 結 果 を 患 者 さ ん

に も た ら して い る の で は と密 か に 恐 れ て い る,、

(皮 膚 科 学 講 座 助 教 授)
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